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Wlthコ ロナ～新しい生活様式の夏～
青森に、夏祭りのない夏が来ました。施設でも日夜感染予

防対策をとりながら、新しい生活様式がどうあるべきか、模

索しながらの毎日です。

そんな中でも職員の創意工夫で一つ一つ、いつもと違う

声が聞こえてきます。玄関には小さなねぶたも出現しました。

がともるようになりました。すると隣に金魚ねぶたも並びまし

ぶたを眺めに事務室の前にやってきます。そんな姿に、私たち I

まだまだ終息は見通せませんが、長い自粛生活で心が疲弊
うに、新しい日常を受け入れながら過ごしていきたいと思い」

には日々の子どもたちの様子なども掲載していますので、ぜて

,そうしたらそのね ′ぶたに灯り

/た。子どもたちは時々そのね

懺員も癒されています。

【し、病んでしまうことがないよ

にす。「ありんこホームベージ」

)ご覧 <ださい。

|ひとりひとりに含わせる工夫

「や よいのあかり」では、利用する子ど

もたちに合わせて使用する用具、家具な

どを調整しています。既製 品を力0工する
ことも多いのですが、左の靴箱のように、

廃材を利用して作成することもあります。

これまで使っていた既製 品が、利用者

の成長で使いに<<な つたこともあり、今
回は職員が手作りしました。

高さ、幅、転倒防止のための工夫など、考えられるものを形

にし、試行錯誤の末に完成して使用を開始しています。利用開

始直後に保護者の方からアドバイスをいただき、より安全性に

配慮して、上部の角周辺 にクッシヨン材を当てる改良をしまし

た。3後も利用者一人一人のニ ーズ、使用する目 00、 課題解
決のためのプロセスなど、支援計画に基づ きながら環境の整

備にも努めていきます。保護者の皆さまも、何かお気づ きの

ことがありましたら、ご意見等をお寄せ<ださい。

ご近所づきあい ll

今 年 も「子どもた ちに…」

と、立派な果樹園のあるお隣

から、箱いつぱいの桃をいた

だ きました。子どもた ちはも

―

も、良い香りとジュー

シーな甘 みを堪 能 しました。

毎 年の勤 労感謝 の 日には

感謝状などを手作りして届け

ています。地域に根差した施

設として、これからも地域 の

方 校との 交流 を続 けて いき

たいと思っ
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‐     児童指導員  柴谷  愛

警  この度、一身 上の都合で退職 す
。4 るこ と にな りま した 。日々成長 す
手 る子 ど もたちと触 れ るこ とで 貴重
な毎 日を過ごす こ とがで き、 学ぶ

■ こ と もた <さんあ り、 自身の成長

樹   お

ぅ にもつなが りま した。
1 
保 護 者 の み な さ ま 、

子 ど も た ち に 心 よ り

, 感謝を申 し上 |ずます 。

1 またどこかでお会い
島'で きる日を楽 しみに

' 

と喜撃:重 :卜奮岩
ございました。
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看護 師  丸 出  杏里

今年 ¬月か ら病気療養 の ため お

休み をい ただいて お ります 。そ ん

な 中で 子 ど もを授か り、現在妊娠

5ヶ月 にな りま した。
新型 コロナ ウイル ス感染症 が流

行す るい ま、子 どもたちの支え に

なれず 心苦 しい です が、産後 まで

弓き続 きお休み をい ただ <こと に
しま した。

しば ら <F・3があいて しまい ます
が、こ れか らもど うぞ よ ろ し <お
願い します 。
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1理事長のつぶやき
「 T憂薬死]とT「曇藤琵:扇蓋¬

最近 ひ とつ の事件 をきっ

かけに話 題 に上 ることが 多

<け 二つの 既 の迎え方」。

どちらも本 人 の 意 思 による

「死に方」と言えると思うが、

この二つの違しЧまイ可だろう。

「日本尊厳死協会」によると、

「尊 厳死 」とは、延命措 置 を

断つて自然死を迎えること。

「安楽死」は医師など第三者

が薬物 などを使つて患者 の

死期を積極的に早めること。

だそうだ 。

このような意味の違いか

ら、尊厳死を消極 的安楽死、

安楽死のことは積極的安楽

死ということもあるそうだ 。

日本 で は安 楽死 (積極 的安

楽死 )は認められていない。

なので今 回の ALSの患者の
死 は「嘱託殺人」として捜査

が進められている。

問題なのは「安楽死」かど

うか、ではな <、 彼女がなぜ

死にたいと願ったのか、だと

思う。

報 道の一部 しか見ていな

いので、あ<までも私見だ が、
彼 女 は死 にた いと願 ったと

いうより、生きているのが嫌

になったのだろう。自分のカ

で人生 を切 り開いてきた人

F・5が、「生きること全て」に他
者 の手 を借 りな けれ ばなら

な <なる。プライドが傷つき、
尊厳が損 なわ れたと感じた

のかもしれない。

けれども、彼女は一人暮ら

しを続け、24時間介護を利用
していたらしいから、身近な

支援者と、語ができなかつた

のか。彼女 を「生 きていた <
ない 」と思 わせ たの は福祉

81j度か。いや 、制度ではな <
「福祉に携わるヒト」だつたの

ではないか。

|「死に方」を選ぶ権利とと
|もに「生き方」を選択するこ

|と。「あるがままで生きる」権

1利を「申し訳ない」と後ろめ

|た <思わず 当たり前に主張
|できる世の中は来るのか。コ

|ロ
ナ禍で、私は者える。
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